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ここで t-IT-Tc冊 C, h､hl,･･･は場で,aは比熱の臨界指数であるo
質問 :場が一つの時,臨界指数はいくつ必要か?一■′ヽ′W
答 ‥場に関する gapexponents At と相関距離の exponentyがあるが, ▲-yper一一■′ヽヽ′
scaling dy- 2-aを仮定すると独立な exponentsは一つ減るo
次に任意の空間次元d,n成分の変数に対する連続体モデルを導入するo n--2が
ガウス模型,∩- 1が Ising模型,∩- 2はXY模型,n-3は古典的ノ､イゼンベルグ
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･rJt･･ X > Jt縛 目鼻
Fig.i
さらに QuasilinearR.G.theoryを例 として,繰 り込み群の一般的な理論の枠組を説明
した｡固有オペレーターの分類と, Scalingの導出がなされた｡
最後に実際の計算として前に示したモデルについて E- 4-dの 1次の範囲でexpo-









講師 東大物性研 安 岡 弘 志
この講義は, 8月1日の午前と午後にわたって行なわれた｡午前中は,NMRの入門
から磁性体-の応用までの講義があり,午後は,例 としてMnSiおよび バ ンクーバー
TRIUMF での MuonSpinRotationの実験についてのスライ ドを見せていただいた｡
以下は,講義にそっての項目をあげてある程度なのでくわしいことは,最後の参考文
献を参照されたい｡
§1 PhenomenologicalTheoryorN.M.R.
IsolatedNuclearSpinと InteractingNuclearSpinsの場合の説明と現象論的 Blochの式
の導出｡
§2 DetectionMethods
1)SteadyStateMethod
核のラジオ波帯磁率の吸収部分 Z"が検出される｡
2)TransientMethod
瞬間的に高周波磁場を加えて,その Responceをみる｡ パルス法あるいはスピン
･エコー法がある｡
§3 HyperfineInteraction
原子核の位置にはたらく付加的磁場は大変重要であり,多 くの原因が考えられ る｡
1)FermiContactInteraction
Hc-一号 gpBP IQ(0)l2S･】
ただし,¢(0)は原子核の位置での波動関数, Sは電子のスピン
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